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諫早大村法人会の第20回定時総会は､ ５月20日�午後３時より諫早市内のホテルグランドパレス

諫早で開催されました｡

出席者数80名 (委任状提出672名) の参加者が

あり､ �尾会長のあいさつに続いて平成21年度の
事業報告､ 収支決算書の報告があり､ 平成22年度

の事業計画 (案)､ 収支予算書 (案) が承認され

ました｡

続いて､ ご来賓としてご臨席頂きました諫早税

務署長 和田辰男様､ 長崎県県央振興局税務部部

長 南部喜好様､ 制度受託会社代表大同生命九州

北部地区営業推進部長 角田光広様から祝辞を頂

きました｡

記念講演は演題：｢パールバック・長崎・雲仙

での癒された日々｣ 講師：森 泰一郎氏 (鎮西学

院・長崎ウエスレヤン大学学長) による講演がご

ざいました｡

その後の懇親会も和気あいあいと和やかな雰囲

気の中で懇談がなされました｡

記念講演 森 泰一郎氏

�
�

定定時時総総会会

第第2200回回定定時時総総会会 ((講講演演))
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����� ������� � � � �� � � � ���������� � � � �������� � � � ���������� � � � ���������� � � � � � ����������� � � � � � �� � � � ���������������� � � � ��公益法人制度改革への対応は最重要課題であり､ ｢公益認定法人｣ を目指

し新制度に向けての準備に着手する｡�組織､ 財政基盤については､ 会員数の減少に歯止めをかける為､ 整備再構
築を図る｡�事業活動においては､ 公益法人制度改革の対応を意識し､ 税に関する啓発
活動､ 租税教育を主体に一段の活性化を図り､ 公益的事業のウエイトを高
める｡� 総務関係�理事会､ 総会､ 各種委員会等の開催｡�公益法人制度改革についての役員セミナー､ 研修､ 情報提供等の実施｡�事務局体制について
公益法人制度改革を踏まえ ｢単位会事務局充実のための指針｣ に沿った
事務局のより一層の充実整備｡�新会計基盤の研修及び適正な会計処理の実施｡� 組織関係�会員増強
全国的な ｢会員増強月間｣ を９月～12月と定め積極的に会員増強を図る
とともに会員の退会防止に努める｡

� � � � �
� ������
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� 研修関係�研修活動は会員の自己啓発を支援するための最重要事業であり､ 多様化
する会員のニーズを踏まえて､ 研修内容の充実を図るとともに､ 参加人
員の増大を図る｡
特に税法税務関係研修は法人会の根幹となる事業であることから開催強
化に努める｡�公益事業の充実を目的に一般市民の研修会参加の検討｡�定例的に税務研修会を開催するほか､ 改正税法説明会､ 決算法人説明会
等を行う｡�税務当局が開催する年末調整説明会､ ｅ－Ｔａｘの推進には､ 積極的に
協力する｡�電子申告 (ｅ－Ｔａｘ) の役員企業利用率80％､ 会員企業利用率50％を
目標とする｡�知名士､ コンサルタント等による講演会､ セミナーの開催｡�全国法人会連合会による企画製作 ｢ビデオ｣ の無料貸出し｡� 税制関係�税制改正要望事項のとりまとめ｡�税制改正要望アンケートの実施｡�その他､ 税制改正に関する事項｡� 地域社会貢献活動関係�｢諫早税務署管内租税教育推進協議会｣ の賛助会員として協力する｡�公益法人制度改革に対応した社会貢献活動の事業内容の検討､ 特に税の
啓発､ 租税教育については､ 諫早市・大村市管内の小・中・高に対する
租税教室の推進に努める｡� 広報関係�｢諫早大村法人会報｣ の発行 (年２回発行)�全法連発刊 ｢ほうじん｣ の配布 (年４回発行)� 青年・女性部会活動の充実�青年部会のあり方 (指針) に沿って ｢税の啓発｣ を始めとする活動の充
実を図る｡�女性部会のあり方 (指針) に沿って部会員の資質の向上と法人会活動の
充実・活性化に努める｡ 特に社会貢献活動として､ 租税教室､ 税の啓発
活動を積極的に進める｡� 福利厚生制度�委託会社､ 三社が実施する福利厚生事業の推進強化｡�大型保証制度における ｢ビッグハートネットワーク｣ 活動 (紹介・社会
貢献) の推進｡ 更に平成23年に創立40周年を迎えるにあたり ｢大型保障
制度40周年記念キャンペーン｣ を展開する｡�福利厚生制度連絡協議会の開催｡�公益法人制度改革を踏まえた福利厚生事業のあり方等検討｡

� ������ �
�
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�������������� 青年部会定時総会は､ ５月10日�午後５時
30分よりホテルグランドパレス諫早で開催さ
れました｡
平成21年度の事業報告､ 収支決算書の報告

があり､ 平成22年度の事業計画､ 収支予算書
案が承認されました｡

� �����������
女性部会定時総会は､ ５月20日�午後１時

30分よりホテルグランドパレス諫早で開催さ
れました｡
平成21年度の事業報告､ 収支決算書の報告
があり､ 平成22年度の事業計画､ 収支予算書
案が承認されました｡
なお22年２月２日に ｢女性部会創立10周年
記念式典｣ が盛会裡に開催されました｡

青青年年部部会会役役員員会会総総会会

女女性性部部会会定定時時総総会会
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１／25 女性部会､ 役員会

１／27 租税教室 (真津山小６年生)

２／２ 新春講演会 ｢歌舞伎の魅力につい

て｣ (博多座・福田敬子氏)

２ 女性部会10周年記念式典及び懇談

会

２／４ 大村地区､ 役員会

２／25 女性部会､ 10周年記念行事反省会

３／24 新設法人説明会

３／29 総務委員会

４／２ 決算法人説明会 (３・４月決算法

人)

４／26 法人会役員会

４／28 女性部会､ 役員会

１月27日 租税教室 (真津山小６年生)

２月２日 新春講演会 (博多座・福田敬子氏)

２月４日 大村地区役員会
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３月29日 総務委員会

５／10 青年部会､ 役員会､ 総会

５／20 法人会､ 総会及び記念講演

20 女性部会､ 総会

６／11 決算法人説明会 (５・６月決算法

人)

７／６ 厚生委員会

７／13 広報委員会

８／６ 決算法人説明会 (７・８月決算法

人)

� � � � � � � � � � �
４月26日 法人会役員会

６月11日 決算法人説明会 (５・６月期) ７月13日 広報委員会
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平成 22 事務年度 職員名簿

課・
部門 総 務 課 管理運営部門 管理運営・徴収部門 個人課税第一部門

職

名

署

長

課

長

総
務
係
長

主

任

事
務
官

運
転
手

用
務
員

統
括
官

総
括
上
席

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

上
席
徴
収
官

事
務
官

統
括
官

上
席
徴
収
官

徴
収
官

事
務
官

事
務
官

事
務
官

統
括
官

総
括
上
席

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

事
務
官

氏

名

和
田

辰
男

山
口

和
義

梶
原

公
和

松
尾

隆
広

田
中

優
也

大
嶽

明
芳

土
肥

一
郎

野
田

英
郎

田
中

秀
浩

阿
野

茂
樹

田
中

幸
男

本
田

徳
康

徳
田

保
志

前
田
信
一
郎

平
山

泰
夫

松
下
恵
美
子

池
田

照
義

田
中

有
佳

森
高

千
智

水
田

直
希

竹
田

良
和

原

雄
一
郎

松
尾

秀
嗣

米
川

令
久

江
里
口
豊
英

門
田

圭
司

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
課・
部門 個人課税第二部門 法人課税第一部門 法人課税第二部門

※
○
印
は
新
任
者
を
示
す
。

職

名

統
括
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

調
査
官

事
務
官

事
務
官

統
括
官

総
括
上
席

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

調
査
官

調
査
官

統
括
官

上
席
調
査
官

上
席
調
査
官

調
査
官

事
務
官

事
務
官

氏

名

松
本

稔

河
間

信
一

中
村

英
光

橋
本

聡

赤
塚

礼
子

吉
田

康
一

増
山

彰
悟

妹
尾

明
彦

松
尾

正
豪

井
上

暁
晴

岩
堀

博

大
串

守

橋
口

忍

堀
田

尋
子

藤
山

伸
子

川
打

博
幸

吉
賀

昌
孝

和
多

英
樹

條
島

淳

久
原

奈
美

吉
岡

昭
彦

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諫早税務署長２年目となりました｡
引き続きよろしくお願いします｡
前年度は､ 諫早市及び大村市の多くの名所旧跡を
訪ね､ その場所の伝統と文化に接することが出来ま
した｡
両市は､ 県央の拠点として将来性を秘める地域で
ありますが､ 歴史的背景や市民気質の違いには､
｢鈴田峠｣ が大きく影響していたことも分かりました｡
ところで､ 最近の社会経済構造は､ 近年の少子化・
超高齢化の進展やグローバル化の進展などにより急
速な変化が進んでおり､ こうした社会構造の変化は
税務行政を取り巻く環境に大きな影響を与えていま
す｡
このような環境の中で､ 適正・公平な課税及び徴
収の実現に向けて､ 国税庁に与えられた使命を着実
に果たすためには､ 我々税務職員一人一人が高いモ
ラルを維持するとともに､ 税務行政への理解と信頼
を得ていく必要があると考えています｡
また､ このことは､ 常日頃から税務行政に対して
深いご理解を賜っております法人会の皆様方のお力
添えが是非とも必要であります｡
どうか今後とも､ 税務行政の円滑な運営により一
層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます｡
最後になりましたが､ 諫早大村法人会の今後ます
ますのご発展と会員企業の皆様方の更なるご繁栄を
祈念いたしまして､ 留任のあいさつといたします｡

��������������
名 前／野田 英郎 (ノダ ヒデオ)

官 職／管理運営部門 統括国税徴収官
前 官 職／博多税務署 納税専門官
趣味嗜好／スポーツ観戦､ 映画
抱 負／２年目となった一元化事務の更なる定着を目

指してまいりますので､ よろしくお願いします｡

名 前／松本 稔 (マツモト ミノル)

官 職／個人課税第二部門 統括国税調査官
前 官 職／徴収部 特別整理第二部門 主査
趣味嗜好／釣り､ 家庭菜園
抱 負／適正・公平な課税の実現に努力しますので､

皆様方のご理解とご協力を､ お願いいたします｡

名 前／松尾 正豪 (マツオ セイゴウ)

官 職／法人課税第一部門 統括国税調査官
前 官 職／調査査察部 調査第一部門 総括主査
趣味嗜好／サイクリング (最近は活動休止中)
抱 負／初めての長崎県勤務なので､ 早く諫早市・大

村市の歴史や地理を理解したいと思います｡

名 前／原 雄一郎 (ハラ ユウイチロウ)

官 職／個人課税第一部門 総括上席国税調査官
前 官 職／長崎税務署 総務課 課長補佐
趣味嗜好／スポーツ観戦､ ドライブ
抱 負／管内情勢を把握し､ 適正・公平な課税の実現

に努めてまいりますので､ よろしくお願いし
ます｡

名 前／井上 暁晴 (イノウエ トシハル)

官 職／法人課税第一部門 総括上席国税調査官
前 官 職／課税第二部 資料調査課 国税実査官
趣味嗜好／朝の散歩 (40分程度)､ アウトドア
抱 負／風通しの良い職場環境を作るとともに､ 皆様

方との密接な関係が築けるよう､ よろしくお
願いします｡

�� �� �� �� ����������������
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平成22年４月８日�､ 岡山市の岡山シンフォニーホー
ルで ｢第５回法人会全国女性フォーラム｣ が開催され､
全国の女性部会員約1,600名が参加しました｡
当日は第１部記念講演､ 第２部大会式典､ 第３部懇

親会の構成で行われました｡ 記念講演は女優の倍賞千
恵子氏を講師に ｢歌うこと､ 演じること､ そして生き
ること｣ と題して行われました｡
続く大会式典では､ 大橋光夫全法連会長､ 飯田幸子

全法連女連協会長のあいさつに続いて､ 岡山県連女連協による活動事例の発表があり､ 最後に大会
宣言の朗読､ 次回開催地の宮城県連へ大会旗の伝達が行われ､ 式典は盛会裡に終了致しました｡

������ ������������������������ ��������
��������������

第５回法人会全国女性フォーラム岡山大会が４
月８日､ 岡山シンフォニーホールにて開催されま
した｡
大会は､ まず桃太郎少年合唱団による合唱から

始まりました｡ この合唱団はウィーン少年合唱団
が倉敷で行われた演奏に強く感動された当時の県
知事・三木行治氏が ｢青少年の健全育成と地域音
楽文化向上｣ を目的に創設､ 発足され ｢君たちの
歌声が世界の人々に感動を与える日がきっとくる
ことを信じてる｣ と大きな期待を寄せられ団は法
人化されたそうです｡
合唱は合唱団の歌から始まり､ 希望の岡山､ ふ

るさと等々美しい澄んだ歌声で心が洗われました｡
続いて記念講演がありましたが､ 講師は女優で

歌手の倍賞千恵子さんでした｡ 演題は ｢歌うこと､
演じること､ そして生きること｣ と題してのお話
でしたが､ 講演中､ 生の歌声もいくつかご披露し
て頂きました｡ 東京都出身で松竹音楽舞踊学校を
首席で卒業され､ 松竹歌劇団 (ＳＫＤ) に入団さ
れたのち松竹にスカウトされ､ 女優､ 歌手とご活
躍の方ですが､ 映画 ｢男はつらいよ｣ のさくら役
は48作27年間続いたそうです｡
お話の中で ｢私の主人は前田吟さんではありま

せん｡ ここ岡山が私の主人の故郷です｡｣ と笑っ
て話されていました｡ 明るくて気さくで同じ女性
から見ても素敵な大人の女性でした｡

次に式典が開会され､ まず始めに歓迎のことば
を岡山県連女性部会連絡協議会会長の長谷井雅子
会長より述べられ､ 国歌斉唱､ スローガン唱和､
主催者挨拶が全法連女性部会連絡協議会会長・飯
田幸子氏と全国法人会総連合会長・大橋光夫氏よ
りあり､ 引き続き事例発表が各13の女性部会と岡
山県法人会連合会女性部会連絡協議会からと合わ
せて14の活動報告がスクリーンの映像と共に発表
されました｡
引き続き大会宣言､ 来賓祝辞と続きましたが､

祝辞は県知事様､ 市長様共にユーモアを含めた県
のＰＲもあり楽しいご祝辞でした｡ 次回開催県連
発表と大会旗伝達､ 次回開催県連挨拶が宮城県よ
り行われ式典は終了致しました｡
懇親会は場所を変え､ ホテルグランヴィア岡山

で行われましたが､ 移動の際の電車の切符と式典
会場横の上之町商店街でのお買い物券1,000円
(500円券２枚) を受付で頂きましたので､ 移動の
際の切符購入の心配も無く､ 又商店街も皆さんお
土産を買いに行かれてました｡ 懇親会ではウエル
カムイベントは六ツ森ケイ子バンドのお出迎えと､
アトラクションは備中神楽

びっちゅうかぐら

が披露されました｡ こ
こでもまた次回開催県のＰＲがあり､ 和気藹々の
なかで懇親会も終わり､ 有意義な全国女性フォー
ラムでした｡ 有り難う御座いました｡ 今回の参加
は藤原久子､ 橋爪多佳子､ 小野由利子でした｡

�����
日時 平成22年４月８日(木)

場所 岡山シンフォニーホール
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昭和52年､ 初代社長 (私たちの父) 昌一が福岡の

眼鏡店を退社し諫早に帰って､ ｢山本眼鏡商会｣ を
開業したのが始まりです｡ まだ店舗もなく､ 車での
移動販売からの出発でした｡
昭和53年､ 時々手伝ってた次男の私が神奈川にい
た長男を呼び戻し､ 家に残っていた三男も合わせ４
人で眼と眼鏡のプロフェッショナルを目指そうとい
う想いから ｢めがねのアイプロ｣ と名称を変更しま
した｡ 昭和54年７月には､ 諫早市城見町に店舗を構
えたのを機会に有限会社にしました｡
それから平成９年､ 四男がやまもと眼科を福田町
に開院､ それと同時にその２Ｆに､ 支店 ｢アイプロ
コンタクト｣ を開店しました｡
現在､ 会社名を ｢有限会社アイプロ｣､ 本店を八

天町の ｢めがねのアイプロ｣､ 支店を福田町やまも
と眼科２Ｆの ｢アイプロコンタクト｣ として､ 取締
役３名､ 従業員５名で営業しています｡ 本店では眼
鏡と補聴器､ 支店ではコンタクトと眼鏡を販売して
います｡� ���������������������������
眼鏡､ 補聴器､ コンタクトと視覚､ 聴覚という大

事な感覚を補うものを販売しています｡
実は､ 初代社長は眼鏡販売に携わる前は､ 学校教
材や､ 教育関連機器を販売しておりましたが､ 本当
は本屋をしたかったと言う程本が好きなものでした
から､ 私達も最初から眼鏡に関する専門書を読まさ
れたものです｡
｢一生勉強｣ という初代社長の言葉は､ 忘れない

ようにしたいと思っています｡
眼鏡もコンタクトも補聴器も､ お一人お一人違っ
た条件の方に､ 何万とあるアイテムのうち､ どれが
フィットするのかを私達が探し出しご提示できるか
だと思います｡ お客様の体の一部として快適に使用
して頂くには､ お客様の意向と私達の技術や知識を
プラスしてお客様と一緒に作り上げる商品です｡ 聴
いて頂ける方には､ ついつい説明が長くなりますが､

品質､ 上手な使い方､ 選び方等､ お客様にわかりや
すい説明を心がけています｡
最近眼鏡などは､ フレームにレンズがはめ込まれ
たら出来上がりと思っていらっしゃる方が多くなっ
て来たように思います｡ 残念なことに､ 眼鏡がまっ
すぐフィットするようにフィッティングがされない
まま､ 納品してしまう様な店も増えているからかも
知れません｡ 当店では､ 度を合わせるのはもちろん
ですが､ フィッティングも同じ位､ 大事な作業と思っ
てます｡
例えば､ 同じ材料で作っても､ フィット感､ 使い
ごこちの違う入れ歯｡ 型が少し違うだけでしょうが､
使う本人にとっては大変な違いです｡ 眼鏡も同様に､
傾いて掛かったり､ 痛くなったり､ ずれやすかった
りしないようにフィッティング調整します､ 傾いた
りすると度数の違う眼鏡を掛けている事になります｡
調整不足で困っている方は是非､ ご相談頂きたい
ですね｡ 実は密かに眼鏡業界のゴッドハンドを目指
しています�｡� ����������
お客様にも又お客様を紹介して頂ける店にして行
きたいですね｡ 広告を出さなくても紹介で成り立つ
店にする事です｡ 以前聞いた話ですが､ 眼鏡屋を言
い表す言葉に ｢半医半商｣ や ｢利口じゃやらぬが馬
鹿じゃできない｣ というのがあります｡ 常に勉強し
て､ 多くの方に ｢眼鏡を作るなら､ アイプロがいい
よ｡…｣ と言ってもらえる信頼される店でありたい
ですね｡
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１次産業 (農業生産) を基本に農業の６次産業化
を目指し､ 地域の活性化・農業後継者の育成を図り､
地産地消や農業に対する思いがあります｡ 経営する
㈲シュシュの構成員８人全員が同施設のある長崎県
大村市福重地区 (弥勒寺町､ 立福寺町) の専業農家
です｡
経営陣の軸足は､ 農業です｡ それが農業と直売所
の経営を切り離さずに､“地元農家・農業のため”
にこだわり続ける所以であり､ シュシュの特徴にも
なっています｡
福重地区はナシ・ブドウの産地として40数年前か
ら観光農園を営む農家も多く､ 夏から秋にかけて観
光客が訪れるようになったが､ 以前は年間を通して
の集客が課題となっていました｡ そのため､ 農家が
元気になり､ かつ１年中人が訪れる地域になること
を目的に､ 農産物直売所を1996年に開始､ 加工施設
やレストランも揃え､ 2000年に現在のシュシュを開
業しました｡� �����
｢シュシュは､ 兼業農家を専業農家への育成を目

指した直売所であり､ 人数をふやすのではなく､ 質
を高め､ 農業でも他産業並みの収入を得られるよう
にと考えています｡ 同地区は何か特定の農産物の一
大産地ではありませんが､ 農畜産物は何でも揃い､
幅広く対応できることが直売所にとって最適地で､
出荷者も揃わないものはつくればいい､ という考え
のもと､ 柔軟に幅広く取り組んでいます｡
施設内にはアイス工房､ パン工房､ 洋菓子工房が
あり目的は､ 地元の農産物に付加価値をつけて販売
することです｡ そのため､ 牛乳や卵をはじめ､ 地元
で採れた旬の食材を贅沢に使用しているのが特徴で
す｡ そのほか施設内には体験教室があり､ 長期的な
食育活動のほか､ 体験を通じ農業後継者の出会いの
場とした“婚活”も開催しています｡ 地域のグリー
ンツーリズムの事務局機能も同施設に置き､ その他

の果物の収穫体験や農家民泊などは地域との連携を
図っています｡ このような取り組みが評価され､ 平
成19年３月全国地産地消活動交流促進部門で最高賞
の農林水産大臣賞受賞し､ 平成21年12月グリーンツー
リズム大賞2009受賞いたしました｡� ���������
都市と農村の交流拠点としての役割を果たすとと
もに､ 季節感のある加工品の充実を図りながら大村
市に何度もきてもらう仕掛けづくりに重点を置き農
業から軸足がぶれない展開をより一層の充実を目指
していきたいと思います｡
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㈱ 美 泉 諫早市小長井町牧
222 47 ㈱ い わ さ 薬 局 大村市池田２丁目

299 1

㈲ 吉 商 諫早市東小路町12 4 ㈱ 岩 佐 企 画 大村市池田２丁目
299 1

㈱ 美 ロ ー ド 諫早市福田町20 18 ㈲ 江 口 商 店 大村市東三城町8 21

山 口 物 産 ㈱ 諫早市森山町唐比東
546 ㈲ 大 村 地 所 大村市古町1 543 9

㈲ 福 栄 商 会 大村市富の原2 594 ㈲ ケ ミ カ ル ホ ー ム 大村市古町1 543 9

合同会社ライフサポート
た か き

諫早市高来町東平原
192 1 ㈲ 長 崎 美 研 社 大村市竹松本町

1035 2� あ り や ま 小 児 科 大村市木場１丁目
947 4 ㈱ 救 命 堂 諫早市本町２番１号

㈲ ヤ マ グ チ 諫早市栄田町1186 25 ㈱皇漢堂粧薬研究所 諫早市本町２番１号

㈱ 長 崎 県 酒 販
諫 早 支 店 諫早市八天町15 1 ㈲ 三 好 建 設 大村市富の原

1 1340 4
㈱ 日 本 ア ク セ ス
長 崎 支 店 大村市溝陸町408 19 ㈲ 武 田 呉 服 店 大村市本町257 1

西 日 本 開 発 ㈱ 諫早市早見町259 ㈲ 合 同 印 刷 大村市荒瀬町1101 1� 樹 愛 会 大村市諏訪1 670 1 ㈲ 田 中 工 務 店 諫早市高天町1615

㈱ 九 州 フ ジ パ ン
長 崎 工 場 諫早市多良見町囲336 ㈲ � 寿 商 店 諫早市飯盛町開32 24

㈱ リ ョ ー ユ ー パ ン
長 崎 支 店 大村市富の原2 538 1 スターゼン南日本販売㈱

長 崎 営 業 所 大村市富の原2 583 3

㈲ 宝 盛 運 輸 諫早市多良見町囲428 佐 藤 食 品 ㈱
長 崎 営 業 所

諫早市栗面町
818 3

㈲ 伊 和 咲 諫早市八坂町4 25
コージービル３Ｆ ㈲ グ リ ー ン ワ ー ク 諫早市多良見町木床

1013 99

㈲ 内 田 石 油 店 諫早市長田町1558 ㈲ シ ル バ ー グ ラ ス
エ ン ジ ニ ア リ ン グ 大村市玖島２丁目150

㈲ 三 洋 ビ ル 管 理 諫早市西郷町21 ㈲ 大 和 設 備 工 業 大村市松並１丁目
115 1

㈱ ミ ゾ タ 諫早市飯盛町中山
718 1 ㈲ 友 伸 苑 渡 辺 商 事 諫早市泉町27 33

㈱ 鳥 越 製 作 所 諫早市飯盛町平古場
1488 ㈲ 太 洋 技 建 長 崎 諫早市天満町16 31

ＵＤトラックスジャパン㈱
長 崎 支 店 諫早市津久葉町99 47 ㈲ リ ッ チ 企 画 諫早市栗面町770 32

㈱ 城 谷 運 輸 大村市木場２丁目
600 19 ㈱ 日 野 建 設 諫早市飯盛町平古場

1085 5

西 村 産 業 ㈲ 大村市溝陸町797 1 ㈱ 大 島 事 務 所 諫早市小船越町742

㈲ 石 場 清 掃 多 良 見 諫早市多良見町市布
293 ㈱ 橋 本 建 材 店 諫早市八天町12 10

長 崎 吉 原 工 業 ㈱ 大村市田下町1556 ㈲ 富 貴 諫早市福田町1 9

パ ネ ッ ク ス ㈱ 諫早市小船越町1131 3
小船越ガレリア５号 ㈱ ソフトエージェンシー 諫早市永昌町11 7

フロンティアビル201

㈲ ほ そ な み 設 計 室 諫早市小船越町843 7
みたちハイツ１号

新入会員の方々は次のとおりです｡ よろしくお願い申し上げます｡ (入会日順)
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